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 １ 開 会 

 ２ 学校長挨拶 

 ３ 進路説明 

  ・進路選択の留意点 

  ・公立高校の入学者選抜 

       （含 推薦出願について）

  ・私立高校の入学者選抜 

  ・これからの進路日程 

  ・その他 

 ４ 質疑応答 

 ５ 閉 会

 

 

 

 

 

 日 時：令和６年１１月８日（金）１５：００～
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１．はじめに 

　　いよいよ進路について、具体的に考えていかなければならない時期となりました。生徒たちは、

 　自分の希望する進路の実現のために、精一杯の努力をしているものと思われます。

　　さて、本日の進路説明会では、進路の決定に向けて保護者の皆様にもぜひ知っておいていただき

　たい基本的な考え方や、受験のしくみなどについてお話しいたします。一人一人の生徒にとってよ

　りよい進路選択が実現できるよう、御家庭におかれましても十分に話し合いをしていただくように

 　お願いいたします。

 

(1) 学年全体での進路指導 

　　３年生は２学期末の懇談会で、ほぼ卒業後の進路、すなわち就職先や志望の高校を決めることに

　なります。ただ、中学校は教科担任制ですので、学級担任がすべての教科にわたって生徒の様子を

　熟知するには無理があります。ですから、進路については学年全体の教師が討論し、場合によって

　は他学年にも意見を求めて、同一歩調で指導を進めています。したがって、どの学級担任も基本線

 　では一致しています。Ａ先生とＢ先生とでは、言うことが正反対だということはまずありません。

　　生徒個々の実力の分析についても、できるかぎり多様な資料をもとに、教師全員で検討して、判

　断の材料となる目安を作成していきます。また、担任として判断に迷ったり思案にあまるときは、

 　学年の先生方に相談して、過去の資料や経験などをもとに適切な対応ができるようにしています。

　　学級担任は毎日生徒に接し、日常の生活の中から子どもの考え方や悩み・性格・学力についてよ

 　く理解しようとしていますので、遠慮なく相談してアドバイスを受けてください。

 

(2) まずは家庭で話し合う 

　　保護者の方々としてはまず、お子さんと進路についての話し合いが十分にできているということ

　が、たいへん大事なことになります。そして、その話し合った内容をもとにして、担任と話し合っ

 　ていただきたいのです。

　　たとえば、お子さんとの間に意見の相違があるとか、家の経済的な事情でどうしても公立へ行か

　せたいとか、お子さんの学力に応じた特色のある私立を選ばせたいとか、あくまで志望校を一本に

　してその高校に勝負をかけるとか、具体的な話を出していただきたいと思います。「よくわからな

 　いから、先生に学校を決めてもらえばいい」といった、消極的な姿勢が一番困ります。

　　学級担任は、あくまでも関係する資料の提供とアドバイスをするだけで、最終的な進路先の決定

　権は、当事者であるお子さんと保護者の方々にあります。そのことを御理解のうえで御家庭での話

　し合いを十分に深め、最終的には「自分の意思と責任において、自分に最もふさわしい道を、自分

　で決断したんだ」という自覚をもたせていただきたいと思います。 

 

(3) 保護者として 

　　お子さんがいつまでたっても呑気に構えているのを見て、居ても立ってもいられず注意すること

　もあるでしょう。ときには叱責することも必要ですが、あまり焦らず、励ましたり誉めたりする機

　会をできるだけ増やしたいものです。受験するのはお子さんです。保護者の方々にも歯がゆい思い

　はあるでしょうが、お子さん自身が現実と向かい合って解決していくしかありません。放任するの

　ではなく、甘やかすのでもなく、自分のことに責任をもたせるという姿勢を見せましょう。それが、

 　お子さんの自立を促すことにつながると思います。

　　また、受験期には精神のバランスを欠くこともしばしばあります。お子さんへの細かな気配りや

　温かい心遣いが、必要なこともあるでしょう。受験生だからといって甘やかす必要はありませんが、

　何でも話し合えるような温かな家庭の雰囲気づくりが何より大切です。自分は家族に支えられてい

 　ると感じることで、お子さんは自信をもって進路の実現に立ち向かうことができると思います。
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２．就　職（『進路のしおり』p.25～p.27も参照） 

 

(1) ハローワークより（就職希望者の保護者のみなさんへ） 

 　就職希望者の保護者のみなさんが、就職相談の場でこのようによく言われます。

　「本人にまかせます」「本人の希望どおりで結構です」 

  お子さんへの思いやりと、信頼があればこその言葉なのでしょう。でも、少し待ってくださ

い。決定をまかされた本人は、十分な知識と判断力をもっているのでしょうか。また、本人の

希望している職業の実現性（中卒で就けるのかどうか）を、保護者のみなさんはご存じですか。 

　現実には、中卒を対象とした求人職種は限られており、残念ながら自由に選択できる状況に

はありません。さらに１５歳の生徒は、その職業の良い面や華やかな面だけに注目し、つらい

こと、苦労することについては知らない場合も多いのです。周囲の人間が適切な助言を行わず、

安易に「本人まかせ」にするのは考えものです。本人・保護者・先生・ハローワークが協力し

て、十分な相談を行うことが大切です。

 

(2) 就職を希望する場合（ハローワークを通して求職活動をする場合） 

 　◎およその日程　　・就職希望生徒に対する職業適性検査実施　　　　　　　　９月～１１月

 　　　　　　　　　　・職業相談（ハローワーク職員が中学校を訪問して実施）１０月～１１月

 　　　　　　　　　　・面接選考開始　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１２月１日から随時

 　　　　　　　　　　（新規学校卒業者の就職斡旋は、来年６月３０日まで）

 

　◎求 人 状 況　　・今年度の見通しも昨年同様、非常に悪いようです。職種は例年、建設業、飲

 　　　　　　　　　　　食関係の見習い、理美容見習いにほぼ限られています。

 

(3) ケース別留意点 

　◎ハローワークを経由する場合 

 　　　中学校に送付される「求人情報一覧表」の中から選びます。

　　　およその日程は前記の通りですが、ハローワークに求人申し込みをした会社は、やる気のある

　　人、協調性に富む人、責任感のある人、長続きする人を求めており、一人前になるまで責任をも

　　って指導してくれる会社がほとんどです。そのため、住み込みでの就職を採用条件にしている会

 　　社が非常に多くなっています。

 

　◎親戚・知人などに依頼して就職先を探す場合（縁故就職） 

　　　ハローワークを通じての求人が少ない現状では、縁故就職も考えなければなりません。ただ、

　　一般的にハローワークを通さない縁故での就職は、勤務時間や給与条件・作業内容が不明確で、

　　就職してからのトラブルの原因となり、早期に離職する事例も見られます。縁故就職であっても、

　　未成年者の保護を目的とした法律の適用を受けるのは当然ですので、ハローワークでは各中学校

　　との連携により、就職した会社に対して、労働条件を明示した求人の申し込みを依頼しています。

　　縁故での就職が決まった場合には、会社名・住所・電話番号を必ず担任の先生に連絡するように

 　　お願いいたします。

 

　◎定時制高校に通学しながら就職を希望する場合 

　　　特に札幌や道内での就職は、通学を認めている会社が少なく、非常に厳しい状況となっていま

　　す。中学校在学中に就職が決まらなかった場合でも、定時制高校に入学してからハローワークで

　　就職先を探すことが可能ですので、まずは、高校入学に向けての準備に専念することが大切です。 
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３．進　学 

 

注）これ以降、「受験」の他に「受検」という言葉も出て来ます。変換ミスなどではなく、次のよう

 　に使い分けていることを御理解ください。

　・受験…試験を受けること。この冊子では、一般的な意味もしくは私立高校の入試を受けることを

 　　　　　さしています。

　・受検…検査を受けること。この冊子では、公立高校の学力検査や面接検査を受けることをさして

 　　　　　います。

 

(1) どのような進学先があるか 

　　高等学校には、設置者による区分に公立（道立や市町村立、広い意味では国立も含む）と私立と

　があり、さらに全日制（修業年限３年）・定時制（修業年限３年以上）・通信制（３年以上在籍し、

 　レポート・スクーリング・単位認定の試験で必要単位を履修する）の課程に分かれます。

　　学科には、５教科を重視した『普通教育を主とする学科』（普通科等と略して表記される、普通

　・文理探究など）と、専門的な学習内容を重視する『専門教育を主とする学科』（工業・商業・理

　数・体育・家庭など）があり、さらに工業に関する学科なら、機械・電気・電子機械・建築・土木

　・環境化学などの学科に細かく分かれます（普通科でコース分けをしている高校もあります）。そ

　の他、看護や工芸、緑地観光などの特色ある学科や、興味に合わせた科目選択ができる総合学科を

 　もつ高校もあります。

　　また、専門技術者の養成を目的とした５年制の高等専門学校（高専）があり、技能習得や資格取

　得のための職業訓練校、専修学校、各種学校もあります。専修学校の中には、通信制の高校と提携

 　して３年間で高校卒業の資格が取れる学校もあります。

 

(2) 高等学校入試の概要 

　◎公立高校は、３月上旬（令和７年度入試は３月４・５日）に全道一斉の検査（学力・面接）があ

　　り、受検できる高校は特別の場合（推薦出願をして合格内定にならなかった場合など）を除いて

 　　１校だけです。

 

　◎私立高校全日制は、一般受験の場合、試験日が重ならない限り何校でも受験することができます。

　　道内の私立高校はＡ日程・Ｂ日程の２つの試験日を設けており（令和７年度入試はＡ日程が２月

　　１３・１４日、Ｂ日程が２月１８・１９日）、Ａ日程の高校とＢ日程の高校からそれぞれ１校ず

 　　つ、合計２校を受験することが可能です。

 

　◎公立高校の全日制普通科等には学区制があります。札幌市内に住居がある場合、石狩学区または

　　札幌市内を通学区域とする全日制普通科が本来学区ということになります。逆に、後志や空知な

 　　ど他学区の全日制普通科等を受検すると、入学人数の制限がかかります。

 

　◎公立高校の全日制専門教育を主とする学科は、札幌市立の旭丘高校数理データサイエンス科と、

　　啓北商業高校未来商学科を除いて学区制がありません。その旭丘高校と啓北商業高校も、札幌市

　　内を通学区域としているので、札幌市内からは、道内ならどこの高校を選んでも制限なしの受検

 　　が可能になります。また、総合学科、定時制の全学科にも学区制はありません。

 

　◎道外の高校を受験する場合は、公立・私立とも原則的に保護者の方に手続きを進めていただくこ

　　とになります。入試制度が北海道とは異なり、入試日程も早いことが多いので、注意が必要です。

　　なお、道外の公立高校を受検する場合には、道内の公立高校を受検しないという証明書の添付が

 　　必要になるケースが増えています。早めに御相談ください。
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４．高校選択の観点 

－受験校の決定は－ 

　「自分の意思と責任において、自分に最もふさわしい道を、自分で決断したんだ」という自覚

 をもたせましょう。

　合格することだけが目的ではなく、肝心なのは入学してから充実した高校生活を送ることがで

きるかどうかです。自分で選んだ道だからこそ、厳しくともやりとげる勇気が湧いてくるのです。

 自分の「意思」を明確にさせましょう。

　またここで言う「責任」とは、「実現のために自分にできる最大限の努力をする」ということ

です。受験校を決定してから入試までの間の努力ももちろん必要ですが、高校に入学した後も、

自主的に目的意識をもって、充実した生活をつくりあげていく努力を要求しましょう。

(1) 何のために？ 

　　何のために、どのような目的で、その高校に行くのかを考えているでしょうか。自分が高校生活

　に何を期待し、３年間で何をめざして努力するのか、よく考えることが必要です。 

 

(2) 高校卒業後は？ 

　　高校卒業後のことを考えているでしょうか。就職するのか、専門学校に進学するのか、大学に進

　学するのか……。さらに、就職ならどのような職種を希望するのか。進学するならどのような学科

　に進みたいのか……。将来の方向性は見えているでしょうか。入れる高校に入ってから先のことは

　考える、というのでは積極的な高校生活は期待できません。充実した高校生活を送るためにも、自

　分のめざす方向と合致する高校を選ぶことが必要です。 

 

(3) 学力・適性は？ 

　　第一に判断しなければならないのは「合格できるのか」ということですが、入ってから自分を十

　分に伸ばしていけるのかということも大切な観点です。性格にもよりますが、上位で入学すること

　で自信やヤル気が生まれるケースもあるでしょう。下位で入学しても、コツコツがんばることで卒

　業時には上位になるケースもあるでしょう。自分のタイプをよく考える必要があります。選択を誤

　ると、ついて行くのが大変だったり、逆に物足りなさを感じることになります。 

 

(4) 通学条件は？ 

　　通学の方法や時間を考えているでしょうか。夏は良くても、冬はどうでしょうか。通学に時間が

　かかりすぎて、部活動ができなかったりしないでしょうか。交通費はどうでしょうか。概略は「進

　路のしおり」や高校のパンフレット、ホームページなどでも調べられますが、実際に行ったことが

 　ない場合は、通学方法を確認しながら、校舎を見に行くことをおすすめします。

 

 考えなければならないことは、たくさんあるはずです。

高等学校からのお願い 

　高校は義務教育ではありません。しっかりとした目的意識をもたせて、進学させていただきた

いと考えています。「とにかく高校に入ってしまえば、あとは何とかなる」では困ります。せっ

かく高校に入学しても、学校生活に適応できない生徒、学習意欲や学習習慣のない生徒にとって、

高校生活は苦痛以外の何物でもありません。結局、我慢しきれずに中途退学する生徒が、近年特

に増えています。原因は「友達が行くから」「親に言われたから」「ここしか行く学校がなかっ

 たから」など、本人の意思が感じられない進路選択の結果が大半です。

　高校入学は終点ではありません。人生の中での一つのステップに過ぎないのです。将来の目標

がはっきりしていれば、高校で何をしたらよいのか見つけ出せるはずです。目標達成のための援

助を、高校は惜しみません。
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５．公立高校選択時の留意点（『進路のしおり』p.9～p.21も参照） 

 

(1) 普通科等の場合 

　◎中学生でも「学年の数字＋１時間」が家庭学習の時間の目安と言われています。ある程度まとま

　　った時間の家庭学習を行う習慣がついていないと、高校生の学習内容はマスターできないと考え

 　　てください。

 

　◎成績上位の生徒が集まる高校ほど「こんなことは中学校でやっていますね」と、新しい内容へど

　　んどん進む授業になります。高校入試は満点でなくとも合格できますが、新しい高校生活での苦

　　労を少しでも減らすために、中学校の学習を完全に身につけて進学しようという気持ちが必要で

 　　す。

 

　◎就職か進学か、進学なら文系か理系かなど、高校卒業後の進路に関する選択が、高校２年進級時

　　までに行われる学校がほとんどです。そのためにも、将来の方向性について早めに具体化してお

 　　くことが必要になります。

 

　◎公立高校の全日制普通科等に合格すると、大学進学も何とかなるという甘い考えをもつ生徒が多

　　いようです。また、「一息入れたい」「のんびりしたい」と考える生徒が多いと、高校の先生は

 　　嘆いています。やはり、何を目的に高校へ進学するのかが、問われることになります。

 

(2) 専門教育を主とする学科の場合 

　◎普通科に入れないのでやむを得ずといった、中途半端な気持ちで受検したり入学したりしたので

　　は、それぞれの学科の専門的な学習には適応できません。技術を身につけたりいろいろな資格を

　　取ったりして、卒業後はそれを生かした進路へ進むという、強い決意をもって受検してほしいと

 　　いうのが高校側の期待です。

 

　◎実際に就職して企業で働く場合に必要な、言葉遣い・礼儀作法などに対する指導の厳しい学校が

 　　多いようです。

 

　◎いろいろな学習を通して専門分野に興味をもち、もっと深く勉強したいという意欲が出て大学進

　　学を望むのであれば、大学への推薦枠をもっている高校がほとんどです。たとえば商業科につい

　　て言えば、経済系の大学（国公立を含む）には、簿記の資格が推薦型選抜の条件になっていたり、

　　簿記の資格を持っている生徒を優遇する大学がかなりあります。高校卒業後は就職するしかない、

 　　というのは誤った考え方です。

 

(3) 総合学科の場合 

　◎「普通教育及び専門教育を選択履修を旨として総合的に施す学科」というのが正式な言い方で、

　　平成６年から全国的に設置が進められてきた学科です。高校側が普通教育や専門教育に関する科

　　目を開設し、その中から自分の適性、興味・関心、希望進路などに応じた科目を選択できるとい

 　　う特徴があります。

 

　◎自分にとって必要な科目や学びたい科目を選択するため、一人一人の時間割は異なります。他の

　　学科に入学した場合以上に、生き方や進路について考える姿勢がなければ、学習計画が立てられ

 　　ないことになります。

 

　◎進学・就職の両方に対応できるシステムを取っている高校がほとんどです。特に大学進学に関し

 　　ては、従来の入試に加えて、総合学科生特別入試という制度をもつ大学もあります。
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６．公立高校の入学者選抜（『進路のしおり』p.37～p.45も参照） 

 

(1) 通学区域 

　①公立高校全日制普通科 

 　　・原則として、保護者（親権者）の住民票のある地区が通学区域（本来学区）になります。

    ・札幌市は、北海道立高校の石狩学区に属するので、次の全日制普通科については、入学人数の

　　　制限を受けません。（正式な学校名…北海道○○高等学校） 

      札幌東、札幌西、札幌南、札幌北、札幌月寒、札幌啓成、札幌北陵、札幌手稲、札幌丘珠 

　　　札幌西陵、札幌白石、札幌東陵、札幌南陵、札幌東豊、札幌真栄、札幌あすかぜ、札幌稲雲 

　　　札幌英藍、札幌平岡、札幌白陵、札幌国際情報、江別、野幌、大麻、千歳、北広島、北広島西 

　　　石狩南、当別、恵庭南、恵庭北 

    ・札幌市立高校は札幌市全域が通学区域なので、次の全日制普通科についても、入学人数の制限

　　　を受けません。（正式な学校名…市立○○高等学校） 

      札幌旭丘、札幌藻岩、札幌平岸（普通コースとデザインアートコース） 

　　　札幌清田（普通コースとグローバルコース）、札幌新川 

    ・石狩学区以外の全日制普通科に出願する場合は、入学定員の10％を上限とする選抜という人数

　　　制限がかかります。また、石狩学区以外の全日制普通科で、１学年が３間口（120名）以下の

　　　小規模校に出願する場合は、入学定員の50％を上限とする選抜という緩い人数制限になります。 

 

　②公立高校全日制専門教育を主とする学科と全日制総合学科 

    ・全道一区または札幌市全域を通学区域とする高校なので、札幌市からは道内どこの高校であっ

 　　　ても、入学人数の制限を受けません。

     ・札幌市内の「専門教育を主とする学科」と「総合学科」は次の通りです。

      ◇北海道立高校…札幌工業（機械・電気・建築・土木）、札幌厚別（総合学科） 

札幌琴似工業（電子機械・電気・情報技術・環境化学）、札幌啓成（理数）  

                      札幌東商業（流通経済・国際経済・会計ビジネス・情報処理） 

                      札幌国際情報（国際文化・理数工学・グローバルビジネス） 

      ◇札幌市立高校…札幌旭丘（数理データサイエンス）、札幌啓北商業（未来商学） 

     ・石狩学区の「専門教育を主とする学科」と「総合学科」は次の通りです。

      ◇北海道立高校…千歳（国際教養・国際流通）、千歳北陽（総合学科）、恵庭南（体育） 

　　　　　　　　　　　江別（事務情報・生活デザイン）、当別（園芸デザイン・家政） 

　　　　　　　　　　　石狩翔陽（総合学科） 

 

　③全日制以外の公立高校 

     ・全道一区であり、道内どこの高校であっても、入学人数の制限を受けません。

    ・札幌市内の該当する高校は次の通りです。（札幌大通は札幌市立、それ以外は北海道立の高校） 

      ◇定時制普通科（原則４年）…札幌東、札幌西、札幌南、札幌北、札幌月寒 

       ◇定時制専門教育を主とする学科（原則４年）

                          …札幌工業（機械・電気・建築）、札幌琴似工業（電子機械・電気） 

      ◇単位制による定時制…有朋（普通科と事務情報科：最低修業年限３年） 

                            札幌大通（普通科～午前部・午後部・夜間部：最低修業年限３年） 

      ◇通信制        　　…有朋（普通科：最低修業年限３年） 

 

　※地方の公立高校 

　　　地方の高校は慢性的な生徒不足に陥っており、市町村が補助金を出して生徒募集の援助を行っ

　　ているケースがあります。本校に案内が来ている高校（いずれも寮あり）をいくつか紹介します。 

 　　・穂別高校（全日制普通科）　　・おといねっぷ美術工芸高校（全日制工芸科）

 　　・苫前商業高校（全日制商業科）　　・下川商業高校（全日制商業科）

　　・真狩高校（昼間定時制農芸科学科）　　・留寿都高校（昼間定時制農業福祉科）　など
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(2) 出願変更…一般選抜に出願した場合、一度に限り、出願先を変更できます。 

 

　①一般の場合…受付期間は１月２８日(火)～２月３日(月)１６：００　 

    　出願者は、当初出願した高等学校の同一課程の他の学科、または他の高等学校の同一課程の学

 　　科に出願変更することができる。

    注）令和４年度入試までは、当初出願先によって出願変更が可能な学科に細かな制限がありまし

 　　　たが、令和５年度入試から、その制限はなくなりました。

 

　②特別の場合…当初出願校と出願変更先の協議により、選抜に支障のない限り認められる。 

 　　ア．当初の出願先が全日制普通科等の場合

　　　　出願後に保護者の住所が他の学区に移った場合、新住所の学区の全日制普通科等または新住

 　　　所から通学可能な全日制の普通科等以外の学科に出願変更できる。

 　　イ．当初の出願先が普通科等以外の全日制の学科の場合

　　　　出願後、保護者の住所移転に伴い、新住所の地域の通学可能な高校に出願変更しようとする

　　　場合、全日制課程の学科に出願変更できる。ただし、全日制普通科への出願変更は、移転前と

 　　　移転後の住所が異なる学区である場合に限る。

 　　ウ．全日制の全学科

　　　　保護者の転勤などに伴い、令和７年４月７日までに住所移転が確実な場合には出願変更でき

 　　　る。この場合、転勤（内定）証明書など、その事情を証明する書類が必要になる。

　　　　また、出願後において特別な事情が生じた場合は、定時制の課程へ出願変更できる（当初出

　　　願校・出願変更先の両方の高等学校長の了解が必要で、特殊な事情以外は難しい）。 

 　　エ．当初の出願先が定時制の場合

　　　　出願後において、就職の決定（内定を含む）又は保護者の住所移転に伴い、他の定時制課程

 　　　に出願変更しようとする場合、出願する学科を変更できる。

 

　③出願変更の手続きについて 

　　　本校では、当初出願校での出願変更の手続きは、保護者の方にお願いしています。詳しい手順

　　は、出願変更の希望者が出た場合に、別途お知らせいたします。 

　　　なお、倍率を見て出願変更を考える保護者の方がいらっしゃいますが、普通科の倍率は想定内

　　のことが多いので、学級担任のアドバイス通りに出願校を選んだ場合は、倍率をあまり気にする

　　必要はありません。倍率ばかりに気を取られて動揺してしまい、合格できる実力があるにもかか

　　わらず、不必要な出願変更をしてしまうケースも見受けられます。また、「倍率が高かったら出

　　願変更しよう」などと、出願変更を前提として出願することは、生徒に逃げ場を与えて集中力を

　　欠く結果になったり、新たな不安をかき立てることにつながります。一方、出願変更が望ましい

 　　ケースもありますので、担任の先生とよく相談していただきたいと思います。

 

(3) 推薦選抜について 

　　令和５年度入試から、公立高校全日制の推薦選抜は、中学校長の推薦を必要としない自己推薦に

 　　よる選抜に変わりました。また、定時制の推薦選抜も、自己推薦による選抜が行われています。

 

　①推薦選抜を実施する学科 

     ・全日制課程の「普通科等」で実施されています。ただし、実施の有無は高校の裁量です。

    ※出願できるのは本来学区の高校のみです。札幌市内に住所がある場合、石狩学区の北海道立高

　　　校と札幌市立高校が本来学区になるので、それらの全日制普通科等の中で推薦選抜を実施する

　　　高校に出願できます（実施校については、この冊子の巻末にある、学校裁量実施予定一覧表や

　　　「入学者の受入れに関する方針等」一覧表を参照してください）。 

 　　・全日制課程の「専門教育を主とする学科」と「総合学科」でも実施されています。

     ・定時制課程でも全ての学科で実施されています。ただし、実施の有無は高校の裁量です。
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　②日程について 

　　・願書の提出は、一般選抜と同じ期間です。面接などの検査は２月中（令和７年度入試は、原則

　　　的に２月１０日）に行われ、結果も２月中旬頃に分かります。なお、合格内定となった生徒は、

　　　入学確約書を提出しなければなりません（必ず入学するという約束を、高校との間に交わすこ

　　　とになります）。 

 

　③再出願 

 　　・合格内定とならなかった場合に一般選抜に出願することができ、これを再出願といいます。

 　　・再出願は、当初出願した高校・課程・学科にかかわりなく出願することができます。

　　・再出願の際の受検料は、道立⇒道立、市立⇒市立の場合は徴収されませんが、道立⇒市立、市

　　　立⇒道立の場合は再度徴収されます（例えば、旭丘推薦合格内定せず⇒月寒へ再出願は、市立

　　　⇒道立の場合になります）。 

 

　④その他 

     ・推薦選抜に出願すると、出願変更が認められません。

　　・面接検査を欠席した生徒、合格内定にもかかわらず入学確約書を提出しなかった生徒は、再出

 　　　願も２次募集への出願もできなくなります。

 

 　＜公立高校全日制推薦入学者選抜＞

 　　・募集人数……推薦入学者選抜を実施する高校の裁量で決めることができる

   　              (1) 農業・水産に関する学科は、募集人員の50～90％程度の範囲

     　            (2) 普通科等は、募集人員の10～40％程度の範囲

       　          (3) その他の学科は、募集人員の30～50％程度の範囲

 　　・出願資格……(1) 令和７年３月末日までに、道内の中学校を卒業する見込みの者

    　            (2) 出願先高等学校のスクール・ポリシーを理解し、自らを各学校が示す「入学

　　　　　　　　　　者の受入れに関する方針」に合うと考えている者で、出願する動機及び理由が

 　　　　　　　　　　明確である者

                　　※スクール・ポリシーは、各高校のＨＰに掲載されています。また「入学者の

 　　　　　　　　　　　受入れに関する方針」は、この冊子の巻末に一覧表を載せてあります。

 　                (3) 当該学科に対する適性、興味・関心及び学習意欲を有する者

 　　・選抜の方法…自己推薦書、個人調査書、面接の結果を資料とする

　　　　　　　　　英語の聞き取りテスト・英語の問答・実技・作文・適性検査（実施の有無は学校

 　　　　　　　　　裁量）を実施した場合は、その結果も資料とする

                   ※出願者が提出する自己推薦書は、次の３点について記入します。

                     Ⅰ　入学を志望する理由や抱負について

  　　　　　　　　　　（その学校に入学したい理由や入学してから自分がしたいと思うことなどに

　　　　　　　　　　　　ついて、その学校のスクール・ポリシーを踏まえて記入。） 

 　　　　　　　　　　Ⅱ　中学校の各教科や総合的な学習の時間における学習について

  　　　　　　　　　　（中学校で学習したことについて、自分が特にアピールしたいことを具体的

　　　　　　　　　　　　に記入。） 

   　　　　　　　　　Ⅲ　中学校在学中における学校内外の諸活動について

 　 　　　　　　　　　（中学校生活の中で、学級活動、生徒会活動、学校行事、部活動、ボランテ

　　　　　　　　　　　　ィア活動、取得した資格や検定結果、その他の活動を通して学んだこと、

　　　　　　　　　　　　自分が特にアピールしたいことなどを具体的に記入。） 

 

　　【参考】石狩学区の全日制高校で、自己推薦入試を実施しない高校 
．．．．．

 　　　・札幌東　・札幌西　・札幌南　・札幌北　・札幌月寒　・札幌南陵　・札幌東豊

 　　　・札幌あすかぜ　・札幌稲雲　・札幌平岡　・江別（普通）　・北広島西　・石狩南
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 　＜道立高校定時制推薦入学者選抜＞

 　　・募集人数……募集人員の30％程度

 　　・出願資格……(1) 令和７年３月末日までに道内の中学校を卒業した者又は卒業する見込みの者

 　　　　　　　　　　※有朋高校は、令和７年３月末日までに卒業見込みの者又は勤労青少年

      　          (2) 出願先高等学校のスクール・ポリシーを理解し、自らを各学校が示す「入学

　　　　　　　　　　者の受入れに関する方針」に合うと考えている者で、出願する動機及び理由が

 　　　　　　　　　　明確であり、自主的に学習できる強い意思を有する者

               　 (3) 普通科等においては、特定分野などに対する適性、興味・関心及び学習意欲

 　　　　　　　　　　を有する者

　　　　　　　　　　　普通科等以外の学科においては、当該学科に対する適性、興味・関心及び学

 　　　　　　　　　　習意欲を有する者

 　　・選抜の方法…自己推薦書、個人調査書、面接の結果を資料とする

   　              ※出願者が提出する自己推薦書は、次の３点について記入します。

                    Ⅰ　入学を希望する理由と、入学後、特に力を入れたいこと（スクール・ポリ

 　　　　　　　　　　　シーを踏まえて記入すること）

                     Ⅱ　高校生活で伸ばしたい自分の長所（有朋高校は改めたい短所も記入）

                    Ⅲ　自己ＰＲ（学級活動、生徒会活動、部活動、ボランティア活動、資格取得

 　　　　　　　　　　　への取組等）

 

 　＜大通高校推薦入学者選抜＞

 　　・募集人員……午前部30名程度、午後部30名程度、夜間部50名程度

　　・出願資格……(1) 大通高校のスクールポリシーを理解しており、自らを大通高校が示す「入学

　　　　　　　　　　者の受入れに関する方針」に合うと考えている者で、出願する動機及び理由が

 　　　　　　　　　　明確である者

 　　　　　　　　　(2) 大通高校で学ぶことに高い意欲を有する者

 　　・選抜の方法…自己推薦書、個人調査書、面接および作文の結果を資料とする。

   　              ※出願者が提出する自己推薦書は、次の内容を記入します。

                    ・これまでの自分の生活を振り返りながら、大通高校でどのような高校生活を

 　　　　　　　　　　　送りたいかなどについて、400字以内で記述する

　　　　　　　　　※作文は当日与えられるテーマにそって、400～600字の文章を50分間で書きます。 

 

 　【参考】石狩学区の定時制高校で、自己推薦入試を実施する高校

 　　・札幌東　・札幌西　・札幌南　・札幌北　・札幌月寒　・札幌琴似工業　・札幌大通　・有朋

 

　⑤自己推薦で出願するにあたって…「進路だより」で生徒に投げかけた内容 

　　・その高校のスクール・ポリシーや「入学者の受入れに関する方針」を理解していますか。また、

 　　　その中のどのような点が、自分に合っていると思いますか。

 　　・その高校や学科に対する適性や興味・関心を、面接などで具体的に相手に伝えられますか。

 　　・出願に必要な「自己推薦書」を、自分で書き上げられますか。

　　・自己推薦で入学した生徒は、生徒会や学級のリーダーとしての立場を期待されます。その心構

 　　　えはありますか。

　　・高校は、入るだけの学校ではありません。単位をきちんと取って、卒業するための学校です。

 　　　授業についていくために、一般受験しても十分に合格するだけの力はありますか。

 　　・筆記試験を回避したいという、安易な気持ちになっていませんか。

　　・仮に合格内定しなかったとしてもすばやく立ち直れる、強い意思をもっていますか（合格内定

　　　の通知から一般入試までは、２週間ほどしかありません）。 

　　・自己推薦書を期日までに書き上げると同時に、面接の練習が必要です。また、受ける高校によ

　　　っては適性検査の勉強、入試当日の作文の練習、自己推薦で合格内定しなかった場合に備えて

　　　の筆記試験の勉強なども行う必要があります。従って、一般受験する人よりも、より頑張る必

 　　　要があります。並行して、いろいろなことに取り組むことができま　　すか。
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　⑥公立高校推薦選抜に関する補足 

      全日制の推薦選抜が始まって３年目になります。特に、全日制の自己推薦入試の受検者は増加

　　傾向にあり、年々合格内定のラインが上昇している高校も増えています。また、面接検査が１日

　　では終わらない高校も出てくることが予想されるため、今回の入試から面接検査を２日間で行う

 　　ことが認められるようになりました。

 

【私立高校の推薦出願生徒の決定について】 

　　私立高校は、従来からの中学校長の推薦書を必要とする推薦入試を実施する学校が、いくつか残

　っています。そして、中学校長の推薦とは、中学校がその生徒の「人物保証」をするという意味を

　もちますから、中学校の代表者としてふさわしい学習・生活の様子が要求されます（どの学校の推

　薦についても同様です）。そのような推薦入試に出願するには、次の推薦基準を満たしていること

 　が必要です。

　　なお、本来推薦とは、学科試験を受けても問題なく合格できる生徒に対して行われるものです。

　従って、「得点力に不安があるから推薦で」「受験のチャンスが増えるから推薦で」という考え方

 　では、推薦生徒として認められません。

本校の校内推薦基準…以下の内容に照らしながら総合的に判断する 

 

 （１）令和７年３月に、本校を卒業する見込みの生徒。

 （２）各学校が示す基準を満たし、出願先を第一志望とする生徒。

 （３）自分が推薦にふさわしいことを表現できる生徒。

 （４）推薦を受けるにふさわしい学校生活を送っている生徒。

　　①中学校３年間（入学から卒業まで）の学習活動、諸活動に（入部している場合は、その

 　　　部活動にも）意欲的に取り組む生徒。

　　②進学後も中学校同様の学校生活を送ることができると見込まれ、将来の進路に対する考

 　　　え方が明確な生徒。

　　③規範意識をもち、社会生活や学校生活において他の模範となる生徒。

 　［確認事項］

 　　(1) ３年学年会、高校推薦委員会、学校長面接による判定によって、初めて推薦出願者となる。

   　(2) 推薦出願によって合格（内定）した場合は、当該上級学校へ入学しなければならない。

　  (3) 私立高校への推薦出願者は、他の私立高校に出願できない。公立高校等への出願は、出願先

       私立高校によって認められる場合と認められない場合とがある。

 　  (4) 私立高校に推薦出願して不合格になった場合、私立高校の一般受験に出願できる。

 

 　［中学校長の推薦書を必要とする、推薦出願生徒決定までの流れ］

 　１．推薦受験についての担任との相談・申し出    　…１１月中旬までに

 　２．推薦依頼書の提出（生徒・保護者⇒担任）    　…１１月２６日（火）

 　３．推薦依頼書集約・３年学年会での予備審査      …１１月下旬

 　４．高校推薦委員会による審査                    …１２月上旬

 　５．学校長面接審査                              …期末懇談期間中の予定

　６．推薦出願生徒決定（学校長）⇒本人へ通知    　…１２月下旬

           ※自己推薦での出願は、この手続きは必要ありません。
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(4) 一般選抜の合否判定（全日制） 

 

　１．学習点とは 

　　　中学校で履修する「国語、社会、数学、理科、音楽、美術、保健体育、技術・家庭、英語」と

　　いう９教科の、３年間の成績の集積です。具体的には、通知表の学年末評定の欄に記入された５

　　段階評定を各学年ごとに合計し、１年と２年は２倍、３年は３倍して、それらを合計したものが

　　学習点になります（３１５点満点、下の計算例を参照してください）。 

国 社 数 理 音 美 体 技家 英 小計 × 計 総　計 ランク

１　年 ４ ３ ４ ４ ３ ２ ３ ４ ４ ３１ ×２ ６２   

２　年 ３ ３ ４ ３ ２ ３ ２ ２ ３ ２５ ×２ ５０   

３　年 ３ ３ ４ ４ ４ ３ ４ ４ ３ ３２ ×３ ９６ ２０８ Ｆ

 

　２．学力点とは 

　　　学力検査の対象となる「国語、社会、数学、理科、英語」の５教科の得点（各１００点満点）

 　　を合計したもので、満点は５００点です。

 

　３．学習点と学力点の相関とは 

　　　公立高校の入試の場合、縦軸に「学習点」を、横軸に「学力点」をとった「相関表」を作り、

 　　各受験生の成績を座標上に配置して合否の判定を行うことになっています。これが『個人調査書

 　　の「各教科の評定」の記録と学力検査の成績を同等に見て選抜する』ということです。

学力段階  １  ２  ３  ４  ５  ６  ７  ８  ９

           ラ 　学力点 500 480 460 440 420 400 380 360 340

           ン  ～  ～  ～  ～  ～  ～  ～  ～  ～

ク 学習点  481  461  441  421  401  381  361  341  321

Ａ 315～296 ○

Ｂ 295～276 ○ ○

Ｃ 275～256 ○ ○○ ○ ×ア

Ｄ 255～236 ○○ ○ ○ ×イ ×

Ｅ 235～216 ×ウ

Ｆ 215～196

 

　４．複数尺度での選抜について 

　　　各教科の評定と学力検査の成績を同等に見て募集人員の70％程度を選抜した（上図の太線の内

　　側）後、①個人調査書の内容等を重視した選抜で15％程度を、②学力検査の成績を重視した選抜

　　で15％程度を選抜することになっています。ですから、上図の×アの人は①の選抜で、×ウの人

　　は②の選抜で合格する可能性があるということになります。ただし、①の選抜と②の選抜のどち

 　　らを先に行うのかは、高校ごとの判断にまかされています。

　　　またその際の、学習点と学力点の重視の比率や、個人調査書等のどの部分を重視するのかなど

　　の内容は、毎年一覧表で発表されています（巻末の学校裁量実施予定一覧表を参照してください）。 
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【具体例】前ページの高校において、①の選抜で評定：学力＝６：４、②の選抜で学力：評定 

 　　　　　＝８：２と発表されている場合

 

 　×アの生徒…学習点260点　　×イの生徒…学習点250点　　×ウの生徒…学習点220点

 　　　　　　　学力点350点　　　          学力点370点　              学力点410点

 

 　※学力点（500点満点）に0.63をかけて、学習点と同じ315点満点に換算して、重み付けの

 　　計算をする。

 

                                   (学習点)       (学力点)

  ①の選抜（学習点重視）　×ア　　260×0.6 ＋ 350×0.63×0.4 ＝２４４．２ 

                           ×イ　　250×0.6 ＋ 370×0.63×0.4 ＝２４３．２４

                           ×ウ　　220×0.6 ＋ 410×0.63×0.4 ＝２３５．３２

 

                                      (学力点)       (学習点)

   ②の選抜（学力点重視）　×ア　　350×0.63×0.8 ＋ 260×0.2 ＝２２８．４

                           ×イ　　370×0.63×0.8 ＋ 250×0.2 ＝２３６．４８

                          ×ウ　　410×0.63×0.8 ＋ 220×0.2 ＝２５０．６４ 

 

 　　　　　となって、①の選抜では×アの生徒が、②の選抜では×ウの生徒が合格の可能性が

　　　　　高いということになります。

　５．その他 

　　・英語の聞き取りテスト 

　　　　学力検査の英語は、１００点満点のうち３０～３５点分が聞き取りテストです。書く力だけ

 　　　ではなく、聞く力も重要視されています。

 

　　・傾斜配点 

　　　　一般入試の合否判定を行う際に、特定教科の得点を重く見ることを傾斜配点といいます。具

　　　体的には、５教科のうちの１～３教科に対して1.5倍～２倍の重みをかけることができ、総得

　　　点を５００点満点に換算して合否を判定します。実施の有無は高校ごとの判断にまかされてい

　　　ますが、来年３月の入試において傾斜配点を実施する石狩学区および札幌市の高校は、札幌北

　　　高校（数英を２倍）、札幌啓成高校（理数科…数理英を1.5倍）、札幌国際情報高校（国際文化

　　　科…英を２倍）、千歳高校（国際教養科…英を1.5倍）、札幌旭丘高校（数理データサイエンス

　　　科…数理を２倍、英を1.5倍）、札幌清田高校（普通科グローバルコース…英を２倍）の６校

 　　　６学科です。

 

       【例】札幌北の場合…数英が２倍（各200点満点）なので、５教科合計では700点満点になる。

                           500点満点に換算するために得点に５／７をかけて、学力点とする。

 

　　・面接など 

        全日制の場合、学力検査の次の日に面接・実技を実施できることになっています。面接には

　　　集団面接と個人面接の２種類があり、それらの実施の有無は高校の裁量にまかされています。

　　　どこの高校が何を実施するのかは、毎年一覧表で発表されています（巻末の学校裁量実施予定

　　　一覧表を参照してください）。 

 

  ※定時制の一般選抜は、学習点を含めた個人調査書の内容と面接の結果で合否が判定されます。た

　　だし、有朋高校は面接の他に作文が実施され、大通高校は面接の他に学力検査が実施されます。

 　　なお、大通高校の一般選抜は、個人調査書を合否判定の資料としません。
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　※「入学者選抜における特別な配慮の希望の有無」について 

　　　平成29年度入試から公立高校の願書に、「入学者選抜における特別な配慮の有無の希望」を記

　　入する欄ができました。身体的な事情などで、他の生徒と違う状態で入試を受けなければならな

　　い生徒のために作られた制度です。配慮の内容については、中学校で行っている配慮を基本とし

　　て、事前に中学校と高校との打ち合わせによって決めることになります。後日文書で御案内いた

 　　します。

 

(5) 進路相談時のアドバイスについて 

　　前出の相関表を、市販の受験情報誌などで見たことのある方も多いかと思います。雑誌などでは、

 　太線は「前年度の合否ライン」または「来春の合格予想ライン」などとして紹介されています。

　　さて、中学校の進路相談や三者懇談の時にもこの相関表が使われますが、その際の太線は雑誌な

　どの「合否ライン」とは異なり、「○○高校をめざすなら、せめてこのくらいの得点力がほしい」

　というラインを東白石中学校として検討し、「指導ライン」として示しています。その枠内に入っ

 　ているかどうかは、受検校を決める際の重要な判断材料のひとつとなります。

　　このとき注意していただきたいのは、「せめてこのくらいの得点力…」というラインなので、入

　試当日の予想得点を示したものではないということです。中学校で実施した学力テストの得点を資

　料に、「今回のテストくらいの難易度なら、このくらいの得点が取れていれば受検校として妥当で

　ある、または勝負になる」というラインであることを御理解ください。もちろん、枠外から受験す

　ることは可能ですし、実際に合格する生徒も毎年います。ただ、不合格者のほとんどは枠外から出

 　ていることも避けられない事実です。

 

７．高等専門学校（高専）の特徴と入学者選抜 

（『進路のしおり』p.22、p.160～p.167も参照） 

 

 　◎修業年限が５年と長く、技術者養成のための専門一貫教育を行うことを目的としています。

　◎道内には、４つの国立工業高等専門学校(函館・旭川・苫小牧・釧路)があります。専門教科の実

　　習は大学以上のレベルと言われ、また、理数系や英語の勉強も非常に厳しいと言われています。

　◎卒業後の進路は７割近くが就職（求人倍率は10倍以上、就職率は100％）です。また近年は、大

　　学３年(北大工学部など)への編入も増えています。高度な学習（研究）を行っているため、就職

 　　に関しては大卒以上に企業の需要が高くなっています。

【入学者選抜の日程】 　　函　館 　　苫小牧 　　旭　川 　　釧　路

     推薦面接など １月１７日(金) １月１８日(土) １月１８日(土) １月１８日(土)

     推薦合格内定発表 １月２４日(金) １月２４日(金) １月２４日(金) １月２４日(金)

推薦入学手続等締切 ３月　５日（水） ２月２８日（金） ２月　７日(金) ２月１３日（木）

     一般学力検査 ２月　９日(日) ２月　９日(日) ２月　９日(日) ２月　９日(日)

     一般合格発表 ２月１８日(火) ２月１８日(火) ２月１８日(火) ２月１８日(火)

一般入学手続等締切 ３月１８日(火) ３月１７日(月) ３月１７日(月) ３月１７日(月)

　　※入学検定料は４高専とも16,500円となっています。各高専とも Web 出願を行うため、クレジ

　　　ットカード決済やコンビニ振込等ができます（決済時に手数料がかかります）。 

　　※公立高校や私立高校と併願可能ですが、一般選抜の場合、苫小牧・旭川・釧路の３高専は公立

　　　高校の合格発表日の午後が入学手続き締め切り日になっています。公立高校と高専の両方に合

 　　　格した場合、どちらへ進学するのかを前もって考えておく必要があります。

    ※現在、道内４高専は連携して、高専第１志望（合格したら必ず高専に入学）の場合に限り、複

　　　数の高専を志望できる制度が行われています。最大で４高専の９学科（第９志望）まで、願書

 　　　に希望を書くことができます。入試は一般選抜と同様に行われます。
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８．私立高校（全日制）選択時の留意点 

 

(1) 学校の教育方針 

　　私立高校は、高校ごとにいろいろな考え方の教育を行っています。たとえば、進学に力を入れて

　いて土曜日も授業をしていたり、１日に７～８時間の授業を実施している高校もあります。スポー

　ツや芸術、語学教育に力を入れている高校もあれば、宗教の教えに基づく教育実践を進めている高

　校もあります。学習面だけではなく、生活面での指導がきちんとしていることをアピールしている

 　高校もあります。その特徴をよくとらえておくことが必要です。

 

(2) さまざまな科やコース制 

　　普通科の高校が多いのは公立高校と同様ですが、各校それぞれに特色のある科・コースを設けて

　います。たとえばほとんどの高校に、文理・特進などという名称の、国公立または難関私立大学進

　学をめざすコースがあります。また、語学系や福祉系、医療系などの細かいコース制を敷いている

　高校や、資格の取得をめざした特別の授業を行っている高校もあります。自分の将来を考え、職業

 　生活への希望などとも照らし合わせ、魅力ある学習ができる高校を探すことが大切です。

 

(3) 大学への進学 

　　系列大学への推薦入学制度のある高校も多く、また、全国各地の大学へ幅広く指定校推薦枠をも

　つ高校もあります。ただし、その高校に入れば誰でも大学に進めるというものではなく、高校在学

　中の成績が関係するのは言うまでもありません。国公立大学を中心に、複雑に変化し続ける大学受

　験制度に対応してきめ細やかな指導を行い、一般受験での合格をめざしてバックアップしてくれる

 　高校も多くなっています。

【系列大学への推薦制度をもつ高校の例】 

 ◇北海高校・北海学園札幌高校……北海学園大学

 ◇北星学園女子高校・北星学園大学附属高校……北星学園大学・全国キリスト教系大学

 ◇北海道科学大学高校……北海道科学大学　　　◇立命館慶祥高校……立命館大学

 ◇東海大学付属札幌高校……東海大学（全国８つのキャンパス）

 ◇札幌大谷高校……大谷大学　　　◇札幌龍谷学園高校……全国仏教系大学

 ◇とわの森三愛高校……酪農学園大学・全国キリスト教系大学

◇札幌日本大学高校……日本大学　　　◇北海道文教大学附属高校……北海道文教大学

 　    注）希望者全員が、自動的に推薦されるということではありません。他の高校からの推

 　　  　薦よりも、広い推薦枠をもっているという意味です。

 

(4) 奨学金や特待生の制度 

　　一般的に私立高校はお金がかかると言われますが（下表参照）、独自の奨学金や特待生の制度を

　設けて、経費面での保護者の負担を軽減している高校がたくさんあります。また、私立高校に入学

　した場合、収入によって国の就学支援金が増額されたり、北海道が行っている授業料軽減制度に申

　し込むこともできます（家庭の収入状況のみが考慮され、毎月校納金が０円に近くなるケースもあ

　ります）。授業料軽減の制度については、巻末の資料も参照してください。 

 

公立高校 入学時校納金 約 6,000円～約60,000円 ※左記の他に、制服代・実習費などが

全 日 制  毎月校納金 約10,000円～約30,000円 　必要な場合もあります。 

※各私立高校の校納金は、この冊子の

私立高校 入学時校納金 約150,000円～約350,000円 　巻末にある一覧表を参照してくださ

 毎月校納金 約 35,000円～約 60,000円 　い。
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９．私立高校（全日制）の入学者選抜 

 

(1) 推薦入試（１月実施） 

　　推薦入試を行う私立高校は、試験および合格（内定）発表を原則的に１月中に行い、その日程は

 　高校が独自に決めます。

    推薦入試は面接試験を中心として行われます。ただ、簡単な学科試験や作文、実技試験などを課

　す高校もあります。また、合否判定の資料とはしませんが、入学後の学級編制の資料とするために、

 　一般入試の日に学科試験を受けるように指示する高校もあります。

    他校との併願に関しては、公立高校に願書を出すことは大部分の高校で認められています。ただ

　し、私立推薦の出願条件は「その高校を第１希望としている」ことなので、合格した場合はその私

　立高校に入学しなければなりません（自己推薦入試で、併願校への入学を認めている高校も一部に

　あります）。また、前述のように、合格（内定）発表が１月中に行われるため、仮に不合格になっ

 　たとしても、私立高校の一般入試に願書を提出（２月上旬）することが可能です。

    なお、一部の特別な条件の推薦入試（部活動や一芸での推薦、奨学金の対象など）を実施する高

 　校では、他校との併願をいっさい認めていない場合もあります。

 

(2) 単願入試（１月または２月実施） 

　　その私立高校のみへの入学を強く希望する生徒（その私立高校のみを受験する生徒）のことを、

　単願者と言います。この、単願者に対する入試は、高校の判断により１月の推薦入試と同じ日に実

　施することができます（実施しない高校、２月の一般入試の日に実施する高校もあります）。 

    単願者を高校側から見れば、合格すれば必ず入学してくれる、歓迎できる生徒です。ですから、

　なるべく受け入れたいと考えている高校が多く、学習点の基準を緩くしたり、学科試験を易しくし

　たりする高校が多くなっています。中には面接のみという高校もあります。これを生徒側から見れ

　ば、最も「合格しやすい」受験方法ということになります。 

　　なお、仮に１月の単願入試で不合格だったとしても、推薦入試と同様に、私立高校の一般入試に

 　出願することが可能です。

 

　※札幌光星高校、北海学園札幌高校、札幌創成高校、藤女子高校、北星学園女子高校、北星学園大

　　学附属高校、北海道文教大学附属高校、立命館慶祥高校は、専願入試（私立高校を第１希望とし、

　　公立高校へ願書の提出ができる）を実施しています。単願同様、最も合格しやすい受験方法です。 

　※推薦・単願・専願の１月受験で合格した場合、入学手続きが２月上旬に設定されている高校がほ

 　　とんどです。

 

(3) 一般入試（２月実施） 

　　今年の一般入試は、Ａ日程（２月１３日・１４日）とＢ日程（２月１８日・１９日）で実施され、

　それぞれの日程から１校ずつの計２校を受験することができます。（注：各高校は、Ａ日程・Ｂ日

　程のどちらかを選んで入試を実施します。１校が２回実施するわけではありません。） 

　　逆に言えば、受験したい高校が２校あったとしても、その両方が同じ日程で入試を実施するので

 　あれば、どちらか一方しか受験できません。

 

    【札幌地区私立高校の一般入試日程】

Ａ　日　程　校 Ｂ　日　程　校

  北海学園札幌・藤女子・北海道科学大学・ 北海・北星学園女子・北星学園大学附属・

 札幌大谷・札幌静修・札幌北斗・札幌光星・ 立命館慶祥・札幌第一・北海道文教大学附属・

札幌山の手・札幌新陽・東海大学付属札幌・ 札幌龍谷学園・とわの森三愛

札幌創成・札幌日本大学・日本航空北海道
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(4) 一般入試の合否判定 

　　私立高校も公立高校同様、学科試験の得点と中学校からの個人調査書、実施した場合は面接の結

　果などによって合否判定を行います。ただ、札幌地区の私立高校は、中学校時代の学習点を重視す

　るところが多く、一定の基準を高校側で設けています。そのため、学習点が基準に届かない場合は、

 　合格の可能性が低くなります。

　　さらに生活面を重視している私立高校も多く、面接を行う高校では、その結果が大きなウエイト

　を占めています。面接を実施しない学校も、試験中や休み時間に髪型・服装・態度などをチェック

　しています（髪型や服装について、中学校に問い合わせをしてくる高校もあります）。 

　　また例年、学級担任を悩ますのが、欠席・遅刻・早退の多い生徒です。病弱の場合はやむをえな

　い面がありますが、それでもあまり多いと高校生活に耐えられないと判断される場合があります（診

　断書の提出を求められる場合もあります）。高校によって基準は多少違いますが、欠席日数の合計

　が３年間で２０～３０日以内でなければならない高校が一般的です。このことから、普段の生活の

 　仕方が大切だと言えますし、生活リズムが乱れている生徒は、ただちに直す必要があります。

    なぜこのような合否判定をするのかというと、一発の試験の結果よりも、３年間の積み重ねを重

　視している高校が多いからです。私立高校は、学校という側面と同時に企業という側面ももってい

　ます。より多くの生徒を集め、３年間をきちんと過ごしてもらわなければ、経営が成り立たないの

 　です。ですから「学校生活をまじめに、しっかりと送れる生徒」を、優先して合格させるのです。

　　なお、当日の入試得点を重視する合否判定も、当然行われます。ただしその場合、学習点が基準

　に届いている生徒よりもかなり高得点を取らなければなりません。得点力に自信があるという場合

　は、入試得点重視の合否判定にかけて受験するのも一つの選択肢ですが、得点が取れなければ当然

 　不合格になるので、合格する可能性の高い高校を併願することも検討しなければなりません。

 

10．通信制高校・専修学校他 

 

(1) 通信制高校（『進路のしおり』p.158、p.258～p.266も参照） 

　　傷病や精神的な困難を抱えている生徒、中学校時代に学力不振だった生徒を広く受け入れる高校

　が増えています（下記以外にも、多くの通信制高校があります）。 

　【公立】北海道有朋高校（北区）…月２回程度のスクーリング、年２回の定期テスト 

　【私立】池上学院高校（豊平区）…自宅学習中心のコース、週５日のコース　など 

　　　　　とわの森三愛高校（江別市、全日制と同じ校舎） 

 　　　　　　　　　　　　　　  　…週２～３日の授業と週１日の特別活動のコース　など

　　　　　星槎国際高校（厚別区の本部校と北区の札幌北学習センター） 

                                 …週５日～３日のコース、週１日のコース　など

 

(2) 専修学校他（『進路のしおり』p.268～p.273も参照） 

　◆札幌科学技術専門学校高等課程（総合技術科） 

　　　工業系の４分野である「情報技術」「環境・バイオ」「電気」「自動車」から一つを選び、その

 　　分野を学びながら高校卒業の資格も得ることができます。

　◆札幌ミュージック＆ダンス・放送専門学校高等課程（総合音楽科） 

      音楽・ダンス・演技・e-sportsなどを学びながら、就職以外に大学・短大などへの入学をめざ

 　　すこともできます。

　◆札幌高等技術専門校 

　　　学校での授業だけではなく、実際に建設業の現場で働きながら技術を身に付けます。木造大工

　　をめざす場合は３年間、型枠大工をめざす場合は２年間学びます。授業料は無料で、実技実習手

　　当が支給されます。 

　◆札幌ビューティックアカデミー 

      中学校卒業で入学できる、数少ない理容師・美容師の養成校です。２年間で国家資格を取得す

 　　ることができます。通信制高校に在籍して、高校卒業資格を取得することもできます。
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11．受験期の健康管理 

 

(1) 今後、よく見られる傾向について 

 　　身体的な面では…疲労⇒風邪の長期化、持病（喘息・貧血など）の頻出

 　　                不規則な生活⇒反復性の下痢、便秘、午前中の腹痛

                    ※新型コロナ感染症やインフルエンザなどへの備えに、御留意ください（マス

　　　　　　　　　　　ク着用、うがいや手洗いの励行など）。 

 　　精神的な面では…寡黙になりがち、または八つ当たりが多くなる（家族や物にあたる）

 

(2) より効果的な学習生活を送るために 

 　　睡眠の取り方…睡眠時間を十分にとる（７～８時間）

　　　　　　　　　受験１か月前には、生活のリズムを朝型に整える 

 　　食事・夜食……朝食をきちんととる習慣づけを

 　　　　　　　　　眠る２～３時間前から飲食はしない

 　　　　　　　　　※深夜の飲食は深い睡眠を妨げ、翌日の体調不良の原因となりやすい。

 　　精神的な面……気持ちの変化、いら立ちに気をつける

 　　　　　　　　　体調の変化、訴えには耳を傾けて

 　　　　　　　　　何につまずいているかを早期に発見する

 　　　　　　　　　回復をあせらず、十分に休養をとる余裕をもつ

 

12．これからの学習について 

 

(1) 家庭での学習への取り組み 

 　・宿題があれば、まず片づけてしまうのが良いと思います。

　・１～２時間単位で休憩を入れたり科目を変えるなどして、変化のある学習方法を考えてみること

 　　も効果的です。

　・得意科目と不得意科目を、交互に組んでみるのも一つの方法です。得意科目で学習のペースをつ

 　　かみ、その勢いで不得意科目も乗り切ることができます。

　・参考書や問題集を中心に１日の分量を決めて行うと、学習の進み具合がはっきりわかって励みに

 　　なります。

 　・土曜・日曜のいずれか１日を、計画の遅れを取り戻す日として空けておくのも一つの方法です。

 

(2) 冬休みの学習 

 　・薄い問題集を１冊用意して、完全に消化することを目標にすると良いでしょう。

　・１日の平均学習時間は４時間以上とし、午前中は暗記中心に、午後・夜は実践的な問題を解くの

 　　が効率の良い学習方法だと言われています。

　・学習塾の冬期講習に通う場合は、受け身の取り組みでは実力がつきません。通うだけで安心して

 　　しまうことのないように、注意すべきだと思います。

 

(3) ３学期の学習 

　・中学校においても、５教科の授業の中で３年間のまとめ学習が行われます。具体的には、それま

　　でに理解不足であった分野の学習や、最低限必要な基本的学習事項を見直すための、プリント教

　　材を使った学習を実施していくことになります。ですから家庭学習では、授業の内容をさらに肉

 　　付けするような学習が必要です。

　・また、この時期には、自分のめざす進路に応じた学習も必要になります。たとえば、過去の入試

　　問題の傾向に慣れるために、入試問題の類題練習をすることも必要でしょう。最後の約１か月間

 　　で、得点力が伸びるのも事実です。
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13．今後の進路日程 

 

【11月】 

 　◇進路相談（～下旬）

 　　・推薦希望者との相談を行ったり、私立高校の希望を絞ることが中心になります。

 　◇学力テスト総合Ｃ（７日）

 　◇進路用写真撮影（１１日６校時）

　　・願書に使用する写真です。証明写真としての性格が強いものですから、服装や頭髪などの身だ

 　　　しなみに注意するようにお願いします。

 　◇第５回進路希望調査用紙配付（１４日）⇒提出（１９日まで）

   ◇推薦依頼書の提出締め切り（２６日）

　　・中学校長推薦が必要な受験を希望する場合、事前に担任の先生と成績基準や、なぜ推薦でなけ

　　　ればならないのか、などについてよく相談してください。推薦受験の意思が固まった段階で推

 　　　薦依頼書を学校に提出してもらいます。

 

【12月】 

 　◇進路相談（上旬～期末懇談前）

 　　・公立高校の希望を絞ることが中心になります。

 　◇個人懇談（１０日～１７日）

　　・懇談会の中で最終的な出願先を決定します。時間が限られていますので、事前の進路相談であ

 　　　る程度の線まで絞り込んでおいた方がよいと思います。

　　・出願手続き依頼書を配付しますので、決定した出願先を書き、懇談の翌日に担任の先生へ提出

　　　してください。 

 　◇推薦出願者の決定（下旬）

 　　・学年会と校内推薦委員会の審査の後、学校長による面接で推薦出願者を決定します。

 　◇公立高校募集要項などの配付（２０日）

　　・北海道立高校は今年度から、札幌市立高校は昨年度から、Web 申請によって願書を作成する

　　　ことになりました。定められた期間内に、道立高校は専用のＨＰから、市立高校は各高校のＨ

　　　Ｐから入力用の Web ページに入って必要事項を入力し、プリントアウトした願書を中学校に

 　　　退出することになります。そのために必要なマニュアルや募集要項を配付する予定です。

　　・入力内容の説明は１２月中の学活で行います。ただ、プリントアウトした願書に、出願者本人

　　　と保護者の署名が必要です。出願者署名は必ず本人が自筆で、保護者署名は必ず同居の保護者

　　　が自筆で署名してください。ちなみに、出願者と保護者の署名が同じ筆跡だと、高校側で書類

 　　　不備と判断して受け付けてもらえません。

 　　・私立高校を１月に受験する場合の募集要項なども、この日に配付する予定です。

 

【１月】 

 　◇公立高校願書提出（１５日：３学期始業式まで）

　　・私立高校１月受験分の願書は、高校ごとの出願期日に合わせて提出してもらうことになります

　　　が、冬休み中の提出になる高校がほとんどです（担任の先生から提出期日の連絡があります）。 

 　◇３年学年末テスト（１５日・１６日）

 　◇私立一般願書提出（２７日までの予定）

　　※全日制の私立高校（札幌地区）も、全て Web 出願になりました。出願サイトで必要事項を入

　　　力し、受験料をクレジットカードなどで払い込むと、願書または受験票がプリントアウトでき

 　　　るようになります。それを、学級担任に提出してください。

   ◇私立推薦・単願入試（中旬～下旬）…高校によって異なる

 　◇私立推薦・単願入試合格発表（下旬）…高校によって異なる
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【２月】 

 　◇公立高校推薦面接など（１０日、高校によっては１２日も）

 　◇私立高校一般入試Ａ日程（１３日～１４日）

 　◇私立高校一般入試Ｂ日程（１８日～１９日）

 　◇私立高校一般入試合格発表（下旬～３月上旬）…高校によって異なる

 

【３月】 

 　◇公立高校入試（４日～５日）

  ◇公立高校入試合格発表（１７日午前１０時に Web での発表） 

   ◇公立高校入学意思確認（１７日午後の予定）

 

入学検定料（受験料）について…詳細は、後日「進路だより」などで 

 

 　◇公立高校…全日制2,200円、定時制950円

　　・道立高校受検者は、定められた金額分の北海道収入証紙(北洋銀行の本支店と北海道銀行の一

　　　部支店で取り扱っています)を購入して、願書に貼って提出します。願書には収入証紙を貼る

　　　欄が３か所あるので、３枚以内で購入してください（北洋銀行の窓口で公立高校の受験用だと

　　　言うと、３枚以内で準備してくれる支店が増えているようです）。なお、割印は必要ありませ

 　　　ん。

    ※郵便局で売っている、収入印紙ではありません。決して、郵便局に買いに行かないようにして

　　　ください。 

 

　　・札幌市立高校受検者は、Web 上でクレジットカード決済（手数料はかかりません）する方法

　　　と、札幌市専用の振込用紙を使用して定められた金額を金融機関から振り込み、その領収書（銀

 　　　行の領収印が押印してあるもの）を願書に貼って提出する方法のいずれかを選べます。

 

       【札幌市立高校の受験料を振り込む際に利用可能な金融機関】

        ◇国内の北洋銀行・みずほ銀行・三菱ＵＦＪ銀行・三井住友銀行・りそな銀行・北海道銀行

 　　　　　・北陸銀行

　　　　◇道内の北海道信用金庫・室蘭信用金庫・空知信用金庫・苫小牧信用金庫・北門信用金庫・

　　　　　北空知信用金庫・日高信用金庫・渡島信用金庫・旭川信用金庫・稚内信用金庫・留萌信用

　　　　　金庫・北星信用金庫・大地みらい信用金庫・遠軽信用金庫・北海道労働金庫・札幌市農業

 　　　　　協同組合

　　　　◇札幌市内の青森銀行・みちのく銀行・秋田銀行・七十七銀行・第四北越銀行・ＳＢＩ新生

　　　　　銀行・信用組合・北海道信用農業協同組合連合会・サツラク農業協同組合・北海道信用漁

 　　　　　業協同組合連合会・郵便局・ゆうちょ銀行

 

   ◇私立高校…札幌地区の私立高校は15,000円～17,000円

    ・札幌地区はすべて Web 出願のため、クレジットカード決済、コンビニ振込、ペイジーによる

 　　　支払いなど、高校が指定する方法で納入します。

 　　・札幌地区以外の私立高校も、高校が指定する方法で納入します。
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14．公立高校の入試日程 

 

(1) 一般選抜 

 ・オンライン入力の受付…………１２月　６日（金）～１月２３日（木）１２：００

 ・出願受付…………………………　１月２０日（月）～１月２３日（木）１２：００

 ・出願状況の発表…………………　１月２７日（月）１０：００

 ・出願変更の受付…………………　１月２８日（火）～２月３日（月）１６：００

 ・出願変更状況の最終発表………　２月１２日（水）１０：００

 ・学力検査および定時制の面接…　３月　４日（火）

 ・全日制の面接・実技……………　３月　５日（水）

 ・追検査……………………………　３月１１日（火）

 ・合格発表…………………………　３月１７日（月）１０：００

 ・入学意思確認……………………　３月１７日（月）１５：３０まで

 ・追加合格者の通知………………　３月１８日（火）９：３０～１６：３０

 ・第２次募集人員の発表…………　３月１９日（水）９：００に各高校で掲示発表

 ・第２次募集出願受付……………　３月２１日（金）～３月２４日（月）１６：３０

・第２次募集合格発表……………　３月２７日（木）まで

 

(2) 推薦選抜 

 ・オンライン入力の受付…………１２月　６日（金）～１月２３日（木）１２：００

 ・出願受付…………………………　１月２０日（月）～１月２３日（木）１２：００

 ・出願状況の発表…………………　１月２７日（月）１０：００

 ・面接など…………………………　２月１０日（月）

 ・合格内定通知……………………　２月１８日（火）まで

 ・入学確約書提出、再出願受付…　２月１９日（水）～２月２１日（金）１６：００

・再出願後の出願状況の発表……　２月２８日（金）１１：００

 

(3) 有朋高校単位制の一般選抜（自己推薦選抜は、他の公立高校の推薦選抜日程に準じます） 

 ・出願受付…………………………　３月１０日（月）～３月１８日（火）１６：００

 ・作文及び面接……………………　３月２４日（月）

・合格発表…………………………　３月２８日（金）１０：００

 

(4) 有朋高校通信制の選抜（入学者選抜は書類審査のみです） 

 ・出願受付…………………………　２月１４日（金）～３月１９日（水）１５：００

・合格発表…………………………　３月２８日（金）

 

(5) 札幌大通高校・有朋高校単位制の後期選抜（有朋高校は前期に欠員が出た場合のみです） 

 ・出願受付…………………………　８月２２日（金）～８月２９日（金）１２：００

 ・学力検査、作文、面接…………　９月　４日（木）　※学力検査は両校とも国数英の３教科

・合格発表…………………………　９月１１日（木）１０：００
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 【資料１】 （判明分）上級学校関連の変更予定一覧表

公立高校関連（石狩・札幌） 札幌地区私立高校関連

2025年度入試 ＊道立高校の願書が 申請にな ＊藤女子高校が高校からの募集を開 Web
 （令和７年度入試） 　る。専用のＨＰ上で入力したデー 　始する。特別進学コースと総合進

  　タを願書の型式にプリントアウト 　学コースの２コース。

 　し、出願者と保護者が署名したう ＊大谷高校が英数選抜コースの募集

  　えで北海道収入証紙と写真を貼付 　を停止する。

  　して提出する。 ＊北星学園女子高校が英語科と音楽

 ＊札幌西陵高校が７間口から６間口 　科を廃止し、普通科のグローバリ

 　へ、札幌あすかぜ高校が３間口か 　ストコースとミュージックコース

   　ら２間口へ募集減になる。 　を設置する。

 ＊札幌あすかぜ高校と札幌平岡高校 ＊札幌山の手高校が、昼間定時制を

　が、普通科フィールド制を普通科 　設置する。 

  　に転換する。

※現３年生の入試

 2026年度入試

 （令和８年度入試）

 

 

※現２年生の入試

2027年度入試 ＊札幌藻岩高校と札幌啓北商業高校 ＊札幌静修高校の新校舎が完成する 

 （令和９年度入試） 　が統合され、新設校になる（建設 　予定。

　は2025年の秋頃から始まる 。校 ）

　舎は藻岩高校の敷地に新設。普通 

　科と商業系の学科を合わせて、８ 

　学級の予定。また、単位制を導入 

　する予定。それに伴い、藻岩高校 

　の６間口と啓北商業高校の６間口 

  　が募集停止になる。

  

※現１年生の入試

 

 【石狩管内の中学校卒業者数の推計】

2024年 2025年 2026年 2027年

19,495人 19,243人 19,361人 18,872人

-252 +118 -489
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 【資料２】道立高校Web申請の概要
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 【資料３】学校裁量の実施予定一覧表
 

 (1) 北海道立高校石狩学区分
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 (2) 札幌市立高校分
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 【資料４】「入学者の受入れに関する方針等」一覧表
 

 (1) 北海道立高校石狩学区分
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 (2) 札幌市立高校分
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 【資料５】令和７年度 私立高校一般入試一覧
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- 進路33 -

 【資料６】令和７年度 私立高校推薦（単願・専願）入試一覧
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 【資料７】令和６年度 私立高校納付金一覧
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 【資料８】高校生への支援制度について
 

 (1) 文部科学省からのリーフレット
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 (2) 北海道からのお知らせ
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 (3) 授業料等軽減の具体例（札幌龍谷学園高校の募集要項から抜粋）

 


